
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　５月１６日（土）に市民活動センター

で標記の会が開催されました。最初に総

会があり、まず青少年育成連絡協議会会

長の藤原さんから昨今の青少年育成の

成果や、今年度の取組について期待して

いることなどの話がありました。その後

の研修会では、学び Design 共同代表の

高橋椿太郎さんから、自らが取り組んで

いる「居場所」「学び」についての実践

と、「キャリア教育」のあり方について

の考えや提案の発表がありました。 

　また、研修会参加者のグループトーク

を通して、各地区での青少年育成に対す

る考えや情報を交換し、高橋さんにもた

くさん質問をしている様子が見られま

した。高橋さんの今後の取組に注目した

いですし、各地区の青少協の取組の充実

に大いに期待します。

 

高橋 椿太郎 さん 
学び Design共同代表として地元(宍道)
の居場所を支えながら宍道高校で地域

と学校をつなぐふるさと教育にも大い

に関り、社会教育を推進している。

　5 月 24 日（日）に乃木公民館に

て実施された標記の会では、NPO 法

人 Keys や県立大の学生のサポート

のもと湖南中学校の生徒を中心に

「こなんフェスタ」を盛り上げるた

めの内容を検討しました。 

　年々盛り上がりが増すイベント

も、より中学生が中心になって企

画・運営できるよう、支援者側も見

守るスタンスで、会を進めていまし

た。一つ一つのアイデアも失敗を重

ねながら試行錯誤する過程に価値

があります。本番まで中学生の力で

やりきってほしいです。



 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

　5月 30 日（土）に美保関小学校にて実施され

た標記のイベントに、小学生 28 名、中学生 9

名、保護者 6名の参加がありました。このイベ

ントは夕食を食べてから集合し、解放されてい

るスペースでやりたいことをやって寝るという

ものです。活動内容やグループは全てこどもた

ちに委ねられ、大人は温かく見守り「何もしな

い」このイベントを通してこどもたちの主体

性・社会性を高められる機会になってほしいと

いう願いで実施されています。 

企画・運営を担っているのは、美保関の地域

活性化と、地域と学校の中間支援を目的に地元

有志で立ち上げた「みほのわ」さんです。地域

の人がもっと学校に関わり、こどもたちの学び

や体験を支え、地域をもっと好きになってほし

いという願いを叶えるべくこのほかにも学校を

舞台に様々な取組を展開されています。

　５月１５日（金）から 5日間にわたって市

民活動センターで標記講座の 1回目「救命講

習」を実施しました。総勢 160 名の放課後こ

ども教室や児童クラブ関係者に受講してい

ただきました。この講習では、心肺蘇生法（胸

骨圧迫と AED の操作）を中心に、応急手当に

ついてたっぷり実技演習しました。毎年受講

されている方もいらっしゃいますが、一つ一

つの手技のポイントを確認しながら熱心に

受講される姿が印象的でした。放課後のこど

もたちの安全・安心を学校・地域とも連携し

て実現していただく事を願っています。

お問い合わせ先 
生涯学習課（川神 拓人） 

TEL  55-5288 
FAX  55-5251 
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:manabi@city.matsue.lg.jp

学校教育課 

 学び推進係（富谷　衡） 

TEL  55-5341 
FAX　55-5251 
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